
　
◆
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
記
念
展
②

「
い
だ
て
ん
～
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
噺ば
な
し」

を
見
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
、
今
回
の
展
覧

会
で
も
主
人
公
た
ち
に
関
連
し
た
展
示
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
は
金
栗
四し

三そ
う

と
三
島
弥
彦
。
二
人
と
も
日
本

最
初
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
し
て
１
９
１
２
年
の
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
に
出
場
し
、
嘉
納
治
五
郎
と
と
も

に
日
本
の
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
へ
の
道
筋
を
創

っ
た
先
達
で
す
。

展
示
で
は
、
三
島
弥
彦
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大

会
で
実
際
に
使
用
し
た
ス
パ
イ
ク
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、
金
栗
四
三
の
考
案
し
た
ゴ
ム
底
の
足
袋
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展
示
中
の
マ
ラ
ソ
ン
連
盟

創
立
60
年
に
あ
た
っ
て
書
か
れ
た
金
栗
の
色
紙
に
は

「
日
本
各
地
を
馳
け
廻
り　

今
ぞ
花
咲
く
マ
ラ
ソ
ン

の
花
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
90
歳
に
な
っ
た
金
栗
の

万
感
の
思
い
が
滲
み
出
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
ゆ
か
り
の
選
手
を
特
集
し
た
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
メ
キ
シ
コ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
両
大
会
で
体
操
個
人

総
合
２
連
覇
を
果
た
し
た
加
藤
澤
男
氏
の
金
メ
ダ
ル

も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
体
操
の
内
村
航
平
選
手
が
世
界
で
初
め
て
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
個
人
総
合
３
連
覇
達
成
な
る
か
？　

色
々
と
思
い
が
め
ぐ
る
展
示
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。　
　
（
岡
西
英
孝
）

◆
「
山
本
弘
　
旅
情
と
山
河
」
展

　

３
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、
山
本
弘
さ
ん
の
個
展

「
山
本
弘　

旅
情
と
山
河
」
を
開
催
し
ま
す
。
山
本

さ
ん
は
教
員
を
引
退
後
、
本
格
的
に
絵
を
始
め
て
20

年
に
な
り
、
現
在
は
太
平
洋
美
術
会
会
員
・
長
岡
市

美
術
協
会
会
員
で
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
「
Ⅰ　

旅
情
の
部
」
と
「
Ⅱ　

山
河
の
部
」
の
２
部
構
成
と
な
り
、
全
体
で
38
点
の

油
絵
を
展
示
し
ま
す
。
Ⅰ
部
で
は
、
海
外
旅
行
で
訪

れ
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
思
い
出
の
地
を

描
い
た
油
絵
を
中
心
に
展
示
し
、
Ⅱ
部
は
地
元
の
長

岡
市
や
魚
沼
の
山
河
を
描
い
た
風
景
画
が
中
心
で
す
。

特
に
八
海
山
を
好
ん
で
描
き
、
当
館
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
八
海
山
夢
展
に
も
出
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
ス
ケ
ッ

チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
も
展

示
し
ま
す
。

「
旅
情
と
山
河
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
異
国

へ
の
憧
れ
と
故
郷
へ
の
愛
着
が
あ
ふ
れ
た
展
覧
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ブ
は
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
伴
奏
で
歌
の
世
界
観
が
広
が

り
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
表
情
豊
か
で
洗
練
さ
れ

た
響
き
に
心
が
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
３
人
の
演
奏
に

１
２
０
人
の
お
客
さ
ま
も
魅
了
さ
れ
、
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ご
報
告
に
な
り
ま
す
が
、
数
年
先
ま
で
予
定
の
あ

る
な
か
、
次
回
の
開
催
を
約
束
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
「
雪
の
錯
覚
す
べ
り
台
」
を
大
公
開
！

　

２
月
９
日
の
テ
レ
ビ
番
組
「
世
界
一
受
け
た
い
授

業
」
で
不
思
議
な
錯
視
の
世
界
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
明
治
大
学
特
任
教
授
の
杉
原
厚
吉
先
生
。
冬

季
特
別
展
示
と
し
て
当
館
で
２
度
開
催
し
、
大
好
評

だ
っ
た
「
錯
覚
展
」
の
作
者
で
す
。

　

先
生
は
当
館
で
の
作
品
展
示
の
ほ
か
に
、
近
隣
の

八
海
山
麓
ス
キ
ー
場
特
設
会
場
で
２
年
連
続
、
10
メ

ー
ト
ル
四
方
の
大
き
な
す
べ
り
台
を
雪
で
制
作
し
ま

し
た
。
高
台
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
ソ
リ
が
斜
面
を
す

べ
り
上
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
、
奇
妙
奇
天
烈
な

「
雪
の
錯
覚
す
べ
り
台
」
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ビ
ッ
ク
リ
仰
天

し
た
「
す
べ
り
台
」
を
今
年
も
３
月
10
日
（
日
）
の

八
海
山
麓
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
で
一
般
公
開
し
ま

す
。
今
回
は
12
メ
ー
ト
ル
四
方
の
す
べ
り
台
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
昨
年
ま
で
の
２
回
に
比
べ
て
錯
視

の
度
合
い
が
高
ま
り
、
地
底
か
ら
ソ
リ
が
発
射
し
て

い
く
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。　
　
　
（
高
橋
良
一
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2・3
月
合
併
号
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３
月
２
日
に
は
山
本
さ
ん
に
よ
る
作
品
解
説
会
と

ピ
ア
ノ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。　
　
（
広
田
か
お
り
）　
　
　
　
　
　
　

◆
リ
メ
ン
バ
ー

　

月
日
の
経
つ
の
は
本
当
に
速
い
も
の
で
す
。
つ
い

こ
の
間
、
小
学
校
を
卒
業
し
た
か
と
思
っ
た
ら
、
も

う
、
中
学
校
の
卒
業
の
時
期
で
す
。
落
ち
着
く
間
も

な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
３
年
間
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、
娘
に
と
っ
て
本

当
に
充
実
し
て
い
た
３
年
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
運
動
部
に
入
部
し
、
体
力
も
メ
ン
タ

ル
も
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や
悲
し

か
っ
た
こ
と
、
悔
し
か
っ
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
悩
ん

で
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
し
て
親
子
で
も
ぶ
つ
か
り
合

い
な
が
ら
、
様
々
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
先
生
方
や

友
達
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
頼
も
し
い
く
ら
い
大
き
く
成
長
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
悔
い
の
残
ら
ぬ
よ

う
『
大
切
な
今
』
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し

て
、
私
は
最
大
の
課
題
で
も
あ
る
卒
業
式
の
ビ
デ
オ

撮
影
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
式

の
後
は
、
受
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。
体
調
に
気
を
付

け
て
が
ん
ば
れ
！　

受
験
生
。　
　
（
山
口
加
奈
子
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
橘
光
一
聖
誕
祭

　

先
日
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
の
橘
光
一
さ
ん
の
誕

生
日
を
祝
っ
て
、
元
劇
団
四
季
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
、

花
岡
久
子
さ
ん
と
岡
本
和
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
、
橘

さ
ん
と
の
ラ
イ
ブ
が
当
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
岡
さ
ん
は
作
曲
家
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
帝
王
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ロ
イ
ド
・
ウ
ェ
バ
ー
の
作
品
に
感
動

し
、
学
生
時
代
に
劇
団
四
季
に
入
団
。
オ
ペ
ラ
座
の

怪
人
」
初
演
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
役
な

ど
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
岡
本
さ
ん
も
同
じ
作
曲
家

の
作
品
に
感
動
し
て
劇
団
四
季
に
入
団
し
、「
ラ
イ

オ
ン
キ
ン
グ
」「
李
香
蘭
」「
エ
ビ
ー
タ
」
等
に
出
演

さ
れ
ま
し
た
。

2019

三島弥彦と金栗四三の展示コーナー
オリンピック・パラリンピック展は 3 月 24 日まで



　
個
展
開
催
に
よ
せ
て
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　
　
弘

　

大
崎
菜
が
出
回
る
早
春
、
浦
佐
の
普
光
寺
・
毘
沙

門
堂
の
裸
押
合
大
祭
開
催
の
時
期
に
合
わ
せ
、
個
展

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
大
変
あ
り

が
た
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
で
、
改
元
の
年
と
も
重
な
り
、

記
念
の
展
覧
会
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

定
年
で
退
職
し
（
と
い
っ
て
も
20
年
前
で
す
が
）、

海
外
旅
行
し
た
と
き
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
し
た
作

品
と
、
ふ
る
さ
と
の
山
や
川
の
風
景
画
38
点
を
展
示

い
た
し
ま
す
。

　

憧
れ
の
外
国
の
旅
で
は
、
地
中
海
や
晩
秋
の
ロ
ン

ド
ン
・
パ
リ
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
油
彩

画
に
向
い
て
い
る
気
候
風
土
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

八
海
山
を
は
じ
め
と
す
る
魚
沼
三
山
は
私
の
好
き

な
山
々
で
、
雪
あ
り
て
こ
そ
似
合
う
景
色
で
す
。
拙

作
と
と
も
に
、
池
田
記
念
美
術
館
か
ら
見
え
る
山
々

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
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池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 2 月後半〜 3 月の休館日 】
※水曜日（2 月 27 日、3 月 6 日、13 日、20 日、27 日）
※ 2 月 24 日（日）は天皇陛下御在位三十年記念慶祝事業とし
て南魚沼市民は全館無料となります
※ 2 月 28 日（木）は展示替えのため臨時休館となります

◎他のイベント情報
■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」※入場無料です。
　■ 2 月 24 日（日）11：30 〜　月例音楽会（フルート、ピアノ、ギター）　■ 14：00 〜　フォークソングの日

　■ 3 月 24 日（日）11：30 〜　月例音楽会（フルート、ピアノ、ギター）　■ 14：00 〜　フォークソングの日

■山本 弘　旅情と山河
◎ 1 階企画展示室、多目的ホール　◎期間：3 月 1 日（金）～ 4 月 2 日（火）

長岡市在住の山本弘氏の個展を開催します。山本氏は 1935 年、旧三島郡片貝村（現小千
谷市）生まれ。新潟大学卒業後、県内の中学校に 40 年間勤務。1996 年定年退職し、絵を
描き始めました。現在、太平洋美術会会員、長岡市美術協会会員。旅で訪れたヨーロッパ
の風景画と、八海山など魚沼の風景を描いた作品を中心に展示します。

【作品解説会＆土田弘志氏のピアノ演奏会】3 月 2 日（土）15 時〜

■〈冬季特別企画〉雪の錯覚すべり台　一日限りの大公開！
◎日時：3 月 10 日（日）10 時頃〜

◎会場：八海山麓スキー場サイクリングターミナル裏の雪原

2 月 9 日のテレビ番組「世界一受けたい授業」で不思議な錯視の世界を紹介した明治大学
特任教授の杉原厚吉先生が 3 年連続で「雪の錯覚すべり台」を披露します。当日はスキー
場のお祭り「ホワイトカーニバル」があり、屋台や舞台で賑わいます。

■〈オリンピック・パラリンピック展関連企画〉初めてのスキー教室
◎日時：3 月 16 日（土）10 時〜 15 時　◎会場：八海山麓スキー場　◎講習料：無料

小学生が対象です。インストラクターが丁寧に指導。詳細は美術館までお問い合わせを！ 2018 年 3 月に公開した錯覚すべり台

山本 弘「昼下がりの運河」F80（2009 年）

■〈今後の展覧会①〉宇賀治徹男 水彩画展　―農村で見つめて 50 年―　◎期間：4 月 6 日（土）～ 4 月 23 日（火）

三条市在住で、示現会会員の宇賀治徹男氏の個展。農業のかたわら 50 年以上続けた水彩画で、自宅裏の信濃川の堤外地など身近
なモチーフと風景を叙情豊かに描きます。

■〈今後の展覧会②〉高橋洋子・霜田文子　二人展（仮称）　◎期間：4 月 27 日（土）～ 6 月 3 日（月）

高橋洋子さん（銅版画、日本美術家連盟会員）と霜田文子さん（油彩とバーントドローイング、文学と美術のライブラリー游文舎
を柏崎市に設立し、様々な企画に携わる）の二人展。美術の技法や型にはまらない表現をしている芸術家同士のコラボレーション。

山本 弘「早春賦八海」F60（2002 年）


